
謹
賀
新
年　

あ
け
ま
し
て　

お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
が
良

い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
、
お
祈
り

申
し
あ
げ
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
1
）

新
年
度
が
日
本
サ
イ
科
学
会
と
会
員

の
皆
様
方
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
で
あ

り
ま
す
様
に
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
中
は
様
々
な
面
で
ご
支
援
と
ご

協
力
を
戴
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
昨
年

も
陰
（
－
）
の
面
の
方
が
陽
（
＋
）
の
面

よ
り
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

新
年
度
も
お
そ
ら
く
閉
塞
感
は
続
き

将
来
を
見
通
す
こ
と
が
出
来
ず
不
安
で

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
暗
い
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
再
び
よ
り
よ

い
、
新
し
い
発
展
が
来
る
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
な
ん
と
か
し
て
よ

り
良
い
年
に
し
て
戴
き
た
い
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。

陽（
＋
）
の
面
の
一
番
目
は
2
0
1
2

年
7
月
に
報
道
さ
れ
た
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子

の
確
認
（
発
見
）
だ
と
思
い
ま
す
。
世

界
最
大
の
加
速
機
で
捉
え
ら
れ
た
と
の

事
。
宇
宙
の
創
生
時
の
物
質
に
質
量
を

与
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
事
が

出
来
そ
う
で
あ
り
、
40
年
以
上
に
わ
た

り
、
世
界
中
の
研
究
者
が
探
し
続
け
て

き
た
も
の
で
、
世
紀
の
大
発
見
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

二
番
目
と
し
て
、
10
月
に
は
、
京
都

大
学
の
山
中
伸
弥
先
生
の
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
（
i
P
S
細
胞
の
開
発
）

受
賞
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
日
本
人

と
し
て
は
19
人
目
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
で
無

限
の
可
能
性
を
持
つ
夢
の
細
胞
の
開
発

で
あ
り
、
病
気
の
原
因
究
明
再
生
医
療

新
薬
開
発
等
に
役
立
つ
と
い
わ
れ
て
お

今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
訃
報

◎
一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
二
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
一
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
二
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
三
月
例
会
予
告

◎
五
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

◎
六
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
七
一
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
七
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
オ
ー
ブ（
O
R
B
）の
出
現
に
つ
い
て

り
ま
す
。
三
番
目
は
8
月
の
ロ
ン
ド
ン

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
で
は
史
上
最
大

の
38
個
の
メ
ダ
ル
が
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

精
華
の
主
因
は
「
女
性
」
と
「
絆
」
で
女

性
の
団
体
種
目
の
活
躍
が
特
徴
的
で
あ

り
吉
田
沙
保
里
選
手
の
国
民
栄
誉
賞
受

賞
等
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
8
月
に

は
米
国
の
火
星
探
査
機
が
火
星
に
着
陸

に
成
功
し
て
生
命
の
痕
跡
調
査
を
開
始

し
た
と
い
う
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
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年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
々
木　
茂
美



陰
（
－
）
の
面
は
政
治
経
済
社
会
環

境
、
そ
の
他
で
多
彩
で
す
。
し
か
も
、

こ
れ
ら
は
直
接
的
で
、
生
活
の
基
盤
そ

の
も
の
な
の
で
重
要
で
あ
り
ま
す
。
日

本
に
お
け
る
政
治
の
混
迷
と
景
気
後
退

は
誠
に
残
念
で
あ
り
ま
す
。
世
界
人
口

が
70
億
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
現
今
に

お
い
て
世
界
経
済
の
不
振
は
、
不
安
を

越
え
て
不
気
味
で
あ
り
ま
す
。
14
個
月

以
上
に
わ
た
る
シ
リ
ア
に
於
け
る
内
戦

状
態
ギ
リ
シ
ャ
ス
ペ
イ
ン
等
欧
州
に
お

け
る
経
済
不
況
デ
モ
等
、
最
近
で
は
尖

閣
諸
島
に
関
係
し
た
中
国
の
過
激
な
反

日
デ
モ
が
あ
り
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
は
3
・
11
の
東
日
本
大

震
災
後
の
災
害
復
興
原
発
事
故
の
処
置

等
は
終
わ
り
を
見
せ
て
お
ら
ず
現
在
も

深
刻
で
あ
り
、
進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

他
方
T
V
デ
ジ
カ
メ
携
帯
電
話
な
ど
を

生
産
す
る
日
本
の
中
核
産
業
と
し
て
の

大
手
家
電
産
業
の
赤
字
は
巨
額
で
あ
り

さ
ら
に
半
導
体
の
ル
ネ
サ
ス
等
弱
電
大

企
業
の
景
気
後
退
が
こ
れ
に
追
い
打
ち

を
か
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
世
界

不
況
、
景
気
後
退
、
株
安
、
円
高
、
競

争
激
化
の
結
果
で
あ
り
ま
た
相
互
に
関

連
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

環
境
面
社
会
面
を
見
る
と
、
日
本
に

も
竜
巻
や
台
風
暴
風
な
ど
の
襲
来
が
あ

り
ま
し
た
。
10
月
の
米
国
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
ス
マ
ト
ラ
沖
の
地

震
等
も
記
憶
に
の
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

工
場
の
海
外
移
転
や
景
気
後
退
等
に
関

連
し
て
生
活
保
護
世
帯
は
過
去
最
大
の

2
1
1
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。
年
間

3
万
人
余
の
自
殺
者
が
あ
り
し
か
も
壮

年
者
が
多
い
。
医
療
費
の
支
出
は
9
年

連
続
で
増
加
し
続
け
37
・
8
兆
円
を
超

え
た
。
し
か
し
こ
の
約
1
/
2
は
65
歳

以
上
の
医
療
費
で
あ
る
と
の
こ
と
。
認

知
症
の
高
齢
者
は
3
0
0
万
人
を
超
え

10
年
で
倍
憎
し
た
。
こ
れ
ら
を
補
う
た

め
に
国
の
借
金
は
9
8
3
兆
円
で
過
去

最
大
で
あ
る
が
個
人
の
現
金
預
金
は

8
4
4
兆
円
も
あ
る
と
の
こ
と
。
悪
い

事
の
後
に
、
良
い
事
が
や
っ
て
く
る
、

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
低
く
屈

む
ほ
ど
よ
り
高
く
跳
び
上
が
る
事
が
出

来
る
と
言
う
言
葉
が
有
り
ま
す
。
陰
の

部
分
を
正
確
に
捉
え
て
低
く
屈
ん
で
飛

躍
の
基
に
す
る
事
が
必
要
で
あ
ろ
う
と

判
断
し
て
お
り
ま
す
。
頭
を
働
か
せ
、

ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ラ
メ
キ
を
総
動
員
さ
せ

て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
努
力
し
て
汗
を

か
く
自
ら
を
鍛
え
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ベ
ス

ト
を
尽
す
事
が
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

サ
イ
科
学
分
野
に
つ
い
て
。
私
達
は

主
と
し
て
物
と
心
に
関
係
し
た
諸
問
題

を
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
精
神（
心
）

の
分
野
、
特
に
魂
や
霊
の
問
題
は
、
科

学
的
な
手
法
に
よ
る
解
明
は
未
検
討
で

あ
り
ま
す
。
既
存
の
枠
組
み
（
再
現
性

因
果
律
）
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
で
現
代

科
学
の
枠
組
み
を
多
少
越
え
た
部
分（
精

神
）
を
も
含
め
て
研
究
と
啓
蒙
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
方
法
を
と
る

事
に
よ
り
、
未
知
な
精
神
の
世
界
の
科

学
的
な
解
明
が
期
待
出
来
る
と
考
え
る

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
未
来
を

建
設
・
開
拓
す
る
為
に
、
努
力
を
続
け

て
行
き
た
い
。
喜
ば
れ
る
、
役
に
立
つ

研
究
・
啓
蒙
を
行
い
、
会
員
の
減
少
傾

向
を
食
い
止
め
て
、
学
会
の
運
営
基
盤

を
固
め
て
、
研
究
・
啓
蒙
運
動
を
盛
り

上
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
も
宜
し
く
、
ご
指
導
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

α
波
の
コ
ヒ
ー
レ
ン
シ
ー
に

つ
い
て

　
　
　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

外
界
か
ら
の
刺
激
に
よ
ら
ず
に
観
測

さ
れ
る
脳
波
は
定
在
脳
波
と
呼
ば
れ
、

周
波
数
帯
域
に
よ
り
δ
波
（1-3H

z

）、

θ
波
（4-7H

z

）、
α
波
（8-13H

z

）、

β
波（14-30H

z

）と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

α
波
は
後
頭
部
か
ら
閉
眼
時
に
強
く

観
測
さ
れ
、
目
を
開
け
た
り
考
え
ご
と

を
す
る
と
消
失
す
る
こ
と
か
ら
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
脳
波
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

前
頭
部
か
ら
半
眼
状
態
の
座
禅
の
瞑
想

中
に
お
い
て
α
波
が
計
測
さ
れ
た
報
告

が
あ
り
、 

筆
者
は
自
律
訓
練
法
に
お
け

る
受
動
的
注
意
集
中
状
態
で
も
前
頭
部

か
ら
α
波
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
を
見
出

し
ま
し
た
。

特
に
左
右
前
額
部
か
ら
計
測
さ
れ
る

α
波
が
一
定
時
間
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に
な

る
と
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
す
が
、
E 

S
P
や
P
K
と
思
わ
れ
る
現
象
が
観
察

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
2
人
の
前
頭
部
の

脳
波
を
同
時
に
計
測
し
て
一
定
時
間
コ

ヒ
ー
レ
ン
ト
な
状
態
が
続
く
と
リ
ー
デ

● ❷●

　
　

訃　

報

会
員
数
百
名
の
テ
レ
パ
シ
ー
研
究
会
を

組
織
し
、
会
長
と
し
て
昭
和
42
年
か
ら

約
20
年
間
に
わ
た
り
、「
テ
レ
パ
シ
ー
」

誌
を
刊
行
さ
れ
た
市
村
俊
彦
氏
が
、
十

月
三
日
、
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。



ィ
ン
グ
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
行
え
る
状
態

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

※
能
力
開
発
・
応
用
分
野
に
お
け
る
脳

波
測
定
の
第
一
人
者
で
あ
る
志
賀
一
雅

先
生
の
、
久
し
ぶ
り
の
御
講
演
で
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を

お
誘
い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
志
賀
一
雅
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
3
7
年　

東
京
生
ま
れ

1 

9
6
1
年　

電
気
通
信
大
学
卒
業 

松
下
電
器
産
業
入
社
、
東
京
大
学
物

性
研
究
所
に
て
半
導
体
物
性
を
研
究

1 

9
6
5
年　

松
下
技
研
に
て
半
導
体

集
積
回
路
、
L
S
I
の
開
発

1 

9
7
6
年　

東
京
大
学
工
学
部
研
究

員
を
兼
務
し
ア
ル
フ
ァ
脳
波
の
研
究

1 

9
8
3
年　

株
式
会
社
脳
力
開
発
研

究
所
を
設
立　

東
海
大
学
講
師
を
兼
務

1 

9
9
4
年　

徳
島
大
学
工
学
部
講
師
、

日
本
理
科
学
検
定
協
会
理
事
長
、
日

本
数
学
検
定
協
会
理
事

現 

在　

脳
力
開
発
研
究
所
所
長
、
米
国

バ
イ
オ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
学
会
会
員
、

電
気
通
信
大
学
大
学
院
人
間
情
報
学

研
究
科
研
究
員　

工
学
博
士

日
時　

平
成
25
年
1
月
12
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
予
告

「 

疾
病
を
根
本
か
ら
改
善
す
る
」

新
治
療
法
を
求
め
て

　
　
　
　

講
師　

宇
治
橋 
泰
志 

氏

I
・
H
・
M　

L
L
P
（
国
際
先
端

医
療
技
術
有
限
責
任
事
業
組
合
）

免
疫
整
体
「
こ
こ
一
番
」

「
な
ぜ
人
は
病
気
に
な
る
の
か
?
」

私
達
人
類
は
こ
の
永
遠
の
テ
ー
マ
に
向

か
っ
て
、
懸
命
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

し
か
し
、
結
果
は
実
に
無
惨
な
モ
ノ

で
、
例
え
ば
生
活
習
慣
病
死
亡
率
第
一

位
の
が
ん
な
ど
は
、
早
期
発
見
早
期
治

療
を
唱
え
て
久
し
く
、
あ
ら
ゆ
る
最
新

医
療
技
術
と
膨
大
な
資
金
を
投
入
し
て

も
減
る
ど
こ
ろ
か
未
だ
に
増
え
続
け
、

そ
の
た
め
国
家
財
政
を
も
危
う
く
さ
せ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
何
を
意

味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
?

ど
う
や
ら
こ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
の
疾
病

は
、
加
齢
、
悪
し
き
食
生
活
、
ス
ト
レ

ス
等
か
ら
、
血
液
（
体
液
）
が
汚
れ
て

行
く
こ
と
に
主
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。

血
液
が
汚
れ
る
と
体
内
の
免
疫
体
制
も

乱
れ
、
結
果
と
し
て
、
が
ん
な
ど
生
活

習
慣
病
や
、
難
病
等
、
様
々
な
病
気
が

発
症
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

先
般
、
温
暖
化
等
に
よ
る
世
界
的
環

境
異
変
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

生
体
内
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、

様
々
な
生
命
の
共
生
の
場
で
あ
る
体
内

環
境
こ
そ
、
人
の
健
康
に
と
っ
て
何
よ

り
大
切
な
問
題
で
あ
る
よ
う
で
す
。

一
例
で
す
が
、
血
液
中
に
は
、
共
生

微
生
物
（
既
に
血
液
中
に
観
察
さ
れ
て

い
る
微
粒
子
）
が
棲
み
つ
い
て
お
り
、

当
組
合
お
よ
び
当
院
で
は
、
そ
れ
ら
を

観
察
・
研
究
し
な
が
ら
、
血
液
浄
化
に

優
れ
た
効
果
の
あ
る
A 

W 

G
療
法
（
目

的
に
有
効
な
特
有
の
周
波
数
を
シ
ー
ケ

ン
シ
ャ
ル
に
発
生
で
き
る
任
意
波
動

発
生
器
を
用
い
た
療
法
）
を
取
り
入
れ

た
施
術
、
す
な
わ
ち
、
免
疫･

リ
ハ
ビ

リ
・
シ
ス
テ
ム
（M

RS=
im

m
unities 

Rehabilitate System

）
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

第
3
回
目
の
今
回
の
講
演
は
、「
体
内

共
生
微
生
物
の
詳
細
」
と
「
病
気
の
根

本
原
因
」、
そ
し
て
、「
治
療
法
と
予
防

法
」
に
つ
い
て
、
主
に
触
れ
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
に
2
回
、
二
年
毎
に
ご
研

究
の
進
歩
を
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

ま
た
A
W
G
療
法
の
新
し
い
デ
ー
タ
も

含
め
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

●
宇
治
橋
泰
志
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
17
年
4
月
5
日
長
野
県
塩
尻

市
生
ま
れ
。
昭
和
35
年
丸
善
石
油
㈱

（
現
在
の
コ
ス
モ
石
油
㈱
）入
社
、以
後
約

30
年
間
、
石
油
と
石
油
化
学
の
世
界
で

主
に
技
術
屋
と
し
て
勤
務
。
平
成
6
年

退
社
、
平
成
9
年
㈱
高
ボ
ッ
チ
代
表

取
締
役
と
な
る
。
平
成
15
年
免
疫
力
･ 

リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
業
（
両
国
）。

平
成
17
年 

免
疫
整
体
「
こ
こ
一
番
」

開
業（
ク
リ
ニ
ッ
ク
閉
鎖
）。
平
成
18
年

国
際
先
端
医
療
技
術
有
限
責
任
組
合

設
立
、
総
務
担
当
。
平
成
22
年
日
本

●❸ ●



防
医
学
推
進
委
員
会
に
認
定
さ
れ
る
。

平
成
23
年
「
M
R
S
」
が
優
秀
な
知
的

所
有
権
と
し
て
東
久
邇
宮
記
念
賞
を
受

賞
。
平
成
23
年
「
M
R
S
」
に
よ
る
治
療

行
為
等
に
対
し
東
久
邇
宮
褒
賞
受
賞
。

現
在
に
至
る
。

日
時　

平
成
25
年
2
月
9
日
（
土
）　

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

 

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

※ 

3
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
18
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ
「
自
然
治
癒
力
に
つ
い
て
」

日
時　

平
成
25
年
3
月
31
日
（
日
） 

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
5
時
30
分

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
第
3
会
議
室

　
　
　

品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22

　
　
　

0 

3
・
5
7
8
2
・
8
5
0
7

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

　
　
　

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

　
　
　

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

会
費　

一
般　

五
〇
〇
円

　
　
　

 

会
員　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー

学
会
・
太
陽
の
会
・
日
本
空
中

現
象
調
査
委
員
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
例
会
の
お
知
ら
せ

出
口
王
仁
三
郎
の
大
復
活

　
　
　
　

講
師　

櫻
井 

喜
美
夫 

氏

日
時　

平
成
25
年
1
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
例
会
の
お
知
ら
せ

魂
に
ひ
び
く
瞑
想

　
　
　
　
　

講
師　

鹿
毛 

俊
孝 

氏

日
時　

平
成
25
年
2
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

三
月
例
会
の
お
知
ら
せ

千
島
学
説
と
は

　
　
　
　
　

講
師　

酒
向 　

猛 

氏

日
時　

平
成
25
年
3
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ
0
7
9
7
・
2 

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● ❹●



五
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若

心
経
の
探
検
（
つ
づ
き
）

　
　
　
　
　

講
師　

徳
永 

康
夫 

氏

般
若
心
経
に
つ
い
て

50
歳
を
過
ぎ
て
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を

抱
え
た
時
に
、
般
若
心
経
に
出
逢
い
ま

し
た
。
最
初
は
解
説
書
を
片
っ
端
か
ら

読
み
ま
し
た
が
、
ど
れ
を
読
ん
で
も
い

い
こ
と
が
書
い
て
あ
る
の
で
す
が
、
原

文
の
意
味
が
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。般

若
心
経
の
中
で
一
番
有
名
な
文
字

「
空
」
と
い
う
言
葉
の
解
釈
で
皆
迷
路

に
入
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
私
に

言
わ
せ
る
と
、「
空
と
い
う
の
は
、
こ
の

世
と
あ
の
世
、
肉
体
と
霊
魂
、
要
す
る

に
人
間
が
二
重
構
造
で
あ
り
、
宇
宙
が

二
重
構
造
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
前

提
に
解
釈
す
る
と
、
パ
ッ
と
分
か
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。「
空
」
と
い
う
言
葉
を

皆
も
の
す
ご
く
難
し
く
、
哲
学
的
、
宗

教
的
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

す
。
と
こ
ろ
が
「
空
」
は
「
空
」
な
ん
で

す
よ
。
漢
字
で
「
カ
ラ
」
と
い
う
こ
と

で
す
。

お
経
は
元
々
イ
ン
ド
の
古
代
の
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を

中
国
の
三
蔵
法
師
、
す
な
わ
ち
玄
奘
三

蔵
さ
ん
が
中
国
語
に
翻
訳
し
て
持
ち
込

ん
だ
の
で
す
。
そ
の
と
き
「
空
」
と
い

う
文
字
を
使
っ
た
の
で
す
。
元
々
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
な
ん
と
い
う
か
。

        
（
デ
ジ
タ
ル
2
）

「
シ
ュ
ー
ニ
ャ
」
と
い
う
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
で
、
そ
の
元
々
の
語
源
は
「
膨

ら
む
」
と
い
う
動
詞
で
す
。
そ
の
「
膨

ら
む
」
か
ら
転
化
し
た
名
詞
な
ん
で
す
。

だ
か
ら
、
例
え
ば
風
船
を
膨
ら
ま
せ
る

と
中
は
空
（
カ
ラ
）
に
見
え
ま
す
が
、

全
然
何
も
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で

す
ね
。「
シ
ュ
ー
ニ
ャ
」
と
い
う
の
は

そ
う
い
う
意
味
の
「
空
」
と
訳
し
た
の

で
す
。「
な
い
」
と
い
う
の
で
し
た
ら
、

「
無
」
と
い
う
文
字
が
あ
り
ま
す
ね
。

般
若
心
経
の
中
に
は
、「
無
」
と
い
う

文
字
が
16
く
ら
い
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
「
無
」
と
「
空
」
は
使
い
分
け

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
私
が
訳
し
た
言
葉
は
、「
あ

の
世
か
ら
見
る
と
、
こ
の
世
は
実
体
の

な
い
『
空
』
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、

あ
ま
り
く
よ
く
よ
悩
む
も
の
で
は
な

い
。」、
そ
れ
は
死
ん
で
し
ま
え
ば
、
あ

の
世
に
行
く
の
だ
か
ら
、
こ
の
世
で
見

聞
し
た
す
べ
て
の
も
の
は
消
え
て
し
ま

う
ん
だ
よ
、
一
部
大
切
な
こ
と
は
魂
の

ほ
う
に
知
識
と
し
て
蓄
積
さ
れ
る
け
れ

ど
も
、
こ
の
肉
体
を
も
っ
て
こ
の
三
次

元
の
世
界
で
経
験
し
た
た
い
し
た
こ
と

は
な
い
こ
と
は
、
そ
の
場
で
消
え
去
り

ま
す
。
だ
か
ら
、「
空
」
の
よ
う
な
も

の
だ
か
ら
、
嘆
い
た
り
、
怒
っ
た
り
、

恨
ん
だ
り
、
妬
ん
だ
り
す
る
よ
う
な
感

情
の
起
伏
に
惑
わ
さ
れ
な
く
て
い
い
ん

だ
よ
、
と
い
う
こ
と
を
「
空
」
だ
と
し

た
の
で
す
。
こ
の
世
の
次
元
で
い
く
ら

「
空
」
を
考
え
て
も
答
え
は
出
て
こ
な

か
っ
た
の
で
す
。
あ
の
世
の
次
元
で
見

れ
ば
い
い
の
で
す
。

「
般
若
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の

「
パ
ン
ニ
ャ
」
を
中
国
語
に
音
写
し
た

も
の
で
す
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
智

恵
を
意
味
す
る
「
プ
ラ
ジ
ュ
ニ
ャ
ー
」

の
俗
語
が
「
パ
ン
ニ
ャ
」
で
、
そ
れ
を

中
国
語
の
「
般
若
」
に
替
え
た
の
で
す
。

「
波
羅
蜜
多
」
は
「
パ
ラ
ミ
タ
ー
（
彼

岸
に
到
る
）」
を
音
写
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
を
日
本
語
読
み
で
「
般
若
波
羅
蜜

多
心
経
（
は
ん
に
ゃ
は
ら
み
た
し
ん
ぎ

ょ
う
）」
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
、
般
若
心
経
の
意

味
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

「
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
「
彼
岸
に
到
る

智
恵
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
死
ね
ば
彼
岸
に
行
け
る
の

で
す
か
ら
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ん
か
い
ら

な
い
の
に
、
敢
え
て
わ
ざ
わ
ざ
「
彼
岸

に
行
く
ノ
ウ
ハ
ウ
」
と
言
っ
て
い
る
の

は
、
何
か
ほ
か
の
意
味
が
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
う
す
る
と
「
生
き
て
い
な
が
ら
、

あ
の
世
に
行
く
ハ
ウ
ツ
ー
が
あ
る
」
と

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。
自
分
で
体
脱
を

し
て
、
あ
ち
こ
ち
訪
ね
て
調
べ
た
り
、

死
ん
で
も
生
き
て
い
る
ん
だ
! 

宇
宙

の
仕
組
み
は
こ
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
! 

と
調
べ
た
人
が
い
ま
す
。
菩
薩
や
お
釈

迦
様
あ
た
り
も
そ
の
く
ら
い
の
ノ
ウ
ハ

ウ
は
持
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
あ
る

と
思
い
ま
せ
ん
か
。
お
釈
迦
様
が
瞑
想

し
て
、
体
脱
し
て
色
々
な
宇
宙
の
仕
組

み
、
あ
の
世
と
こ
の
世
の
仕
組
み
を
知

●❺ ●



っ
て
、
我
々
に
教
え
て
く
れ
た
、
そ
う

考
え
る
と
す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
か
。

般
若
心
経
の
終
わ
り
に
あ
る
「
故
知

般
若
波
羅
蜜
多　

是
大
神
呪　

是
大
明

呪　

是
無
上
呪　

是
無
等
等
呪　

能
除

一
切
苦　

真
実
不
虚　

故
説
般
若
波
羅

蜜
多
呪
」
は
、「
だ
か
ら
、『
彼
岸
に
行

く
ノ
ウ
ハ
ウ
』
を
知
る
必
要
が
あ
る
の

だ
よ
。
そ
れ
は
大
い
な
る
真
言
（
マ
ン

ト
ラ
）
で
あ
り
、
光
明
と
な
る
真
言
で

あ
り
、
こ
の
上
な
い
真
言
で
あ
り
、
比

べ
る
も
の
も
な
い
真
言
で
あ
る
。
そ
の

真
言
は
、
一
切
の
苦
を
取
り
除
い
て
く

れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
真
実
で
あ

っ
て
、
嘘
偽
り
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
『
彼
岸
に
行
く
ノ
ウ
ハ
ウ
』
の

真
言
を
説
こ
う
。
そ
の
真
言
は
次
の
通

り
だ
よ
。」
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
こ
か
ら
い
よ
い
よ
、
出
家
で
き
な

い
お
釈
迦
様
の
教
え
を
直
接
聞
い
て
修

行
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
、
一
般
の
衆

生
に
対
す
る
、
悟
り
を
得
る
た
め
の「
真

言
（
マ
ン
ト
ラ
）」
が
明
か
さ
れ
ま
す
。

「
羯
諦　

羯
諦　

波
羅
羯
諦　

波
羅
僧

羯
諦　

菩
提
薩
婆
訶
（
ぎ
ゃ
ー
て
い

ぎ
ゃ
ー
て
い　

は
ら
ぎ
ゃ
ー
て
い　

は

ら
そ
う
ぎ
ゃ
ー
て
い　

ぼ
じ
そ
わ
か
）」

を
日
本
語
に
直
訳
す
る
と
、「
行
っ
た

行
っ
た　

彼
岸
に
行
っ
た　

み
ん
な
、

彼
岸
に
行
っ
た　

悟
り
よ
め
で
た
し
」

と
な
り
、
ち
ょ
っ
と
ズ
ッ
コ
ケ
て
し
ま

い
ま
す
。

結
論
と
し
て
、「
般
若
心
経
」
の
ス
ト

ー
リ
ー
は
、
弟
子
の
舎
利
子
の
お
釈
迦

様
へ
の
質
問
「
お
釈
迦
様
の
教
え
に
接

す
る
機
会
の
な
い
一
般
の
衆
生
は
ど
う

や
っ
て
悟
り
を
得
ら
れ
る
の
か
?
」
に

対
し
、
瞑
想
中
の
お
釈
迦
様
に
代
わ
っ

て
、
観
自
在
菩
薩
が
全
て
の
苦
を
取
り

払
う
真
言
（
マ
ン
ト
ラ
）
を
衆
生
の
た

め
に
示
し
た
、
と
い
う
教
え
だ
っ
た
の

で
す
。
で
す
か
ら
、
般
若
心
経
は
一
つ

の
方
便
で
あ
っ
て
、
仏
教
の
教
え
の
神

髄
を
凝
縮
し
た
お
経
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「
般
若
心
経
」
は
書
き
写
す
だ
け
で

も
い
い
こ
と
が
起
き
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

私
は
前
の
妻
を
平
成
15
年
に
亡
く
し
ま

し
た
が
、
そ
の
と
き
に
病
院
で
19
時
間

ず
っ
と
娘
と
一
緒
に
付
き
添
い
ま
し
た
。

医
者
が
「
亡
く
な
り
ま
し
た
。」
と
言
っ

た
と
き
に
、
般
若
心
経
を
娘
と
一
緒
に

唱
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
妻
の
口
の
中

に
パ
イ
プ
が
入
っ
て
い
た
り
で
す
ご
く

苦
し
そ
う
な
顔
で
い
た
の
で
す
が
、
般

若
心
経
を
唱
え
て
あ
げ
た
途
端
に
、
顔

が
す
っ
と
穏
や
か
で
き
れ
い
な
顔
に
な

っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
、
目
に
見
え
な

い
パ
ワ
ー
が
あ
る
の
は
本
当
だ
な
、
と

思
い
ま
し
た
。

ソ
マ
チ
ッ
ト
に
つ
い
て

ま
ず
人
間
の
血
液
の
中
に
見
え
る
ソ

マ
チ
ッ
ト
を
お
見
せ
し
、
次
に
貝
の
化

石
を
粉
に
し
た
も
の
の
中
に
見
え
る
ソ

マ
チ
ッ
ト
を
お
見
せ
し
ま
す
。

※
映
像
を
見
せ
な
が
ら

こ
れ
は
貝
の
殻
を
20
～
30
ミ
ク
ロ
ン

の
粉
に
し
、
水
素
水
に
漬
け
て
い
た
ら
、

こ
う
い
う
黒
い
も
の
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

出
て
来
ま
し
た
。
こ
の
貝
殻
は
2

 
5
 0 

0
万
年
前
の
化
石
で
、
こ
れ
を
塩
酸
で

溶
か
す
と
、
こ
の
膨
大
な
量
の
ソ
マ
チ

ッ
ト
が
現
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
何
が

分
か
る
か
と
い
い
い
ま
す
と
、
2

 
5
 0 

0
万
年
前
に
い
た
カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
ガ
イ

の
中
に
ソ
マ
チ
ッ
ト
が
い
た
、
そ
し
て

カ
ミ
オ
ニ
シ
キ
ガ
イ
を
塩
酸
で
溶
か
し

て
出
て
来
た
の
で
、
間
違
い
な
く
貝
殻

の
中
に
ソ
マ
チ
ッ
ト
が
い
た
こ
と
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
ソ
マ
チ
ッ
ト

の
年
齢
は
2
5
0
0
万
歳
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
ま
た
塩
酸
で
死
な
な
か

っ
た
こ
と
も
大
き
な
こ
と
で
、
バ
ク
テ

リ
ア
な
ら
す
ぐ
死
に
ま
す
が
、
ソ
マ
チ

ッ
ト
は
元
気
に
動
い
て
い
ま
す
。
不
思

議
で
す
ね
。

こ
れ
は
植
物
の
中
、
す
な
わ
ち
花
粉

の
中
に
い
た
ソ
マ
チ
ッ
ト
で
す
。
花
粉

の
中
で
こ
の
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
多
数
の
小
さ
い
粒
が
ソ
マ

チ
ッ
ト
で
す
。
花
粉
は
20
ミ
ク
ロ
ン
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
花
粉
の
カ
ラ
を
破
っ

て
中
味
だ
け
出
し
て
集
め
た
ソ
マ
チ
ッ

ト
で
す
。

私
は
、
ソ
マ
チ
ッ
ト
の
名
付
け
親
で

長
年
ソ
マ
チ
ッ
ト
を
研
究
し
て
い
る
ガ

ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
に
会
う
た
め
に
、
カ

ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
へ
行
き
ま
し
た
。
彼

の
発
明
し
た
位
相
差
顕
微
鏡
と
い
う
の

は
3
万
倍
（
通
常
の
顕
微
鏡
は
千
倍
く

ら
い
）
の
倍
率
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で

血
液
を
見
ま
す
と
、
赤
血
球
の
周
り
に

無
数
に
動
い
て
い
る
小
さ
い
も
の
が
ソ

マ
チ
ッ
ト
で
す
。

ソ
マ
チ
ッ
ト
と
い
う
も
の
は
は
大
変

小
さ
い
存
在
で
あ
っ
て
、
生
き
て
い
る

ら
し
い
、
長
命
で
あ
る
、
塩
酸
で
も
硫

酸
で
も
死
な
な
い
、
真
空
状
態
で
も
酸

素
状
態
で
も
死
な
な
い
、
熱
を
1

 
2
 0 

0
度
に
上
げ
て
も
死
な
な
い
、
マ
イ
ナ

ス
60
度
で
も
死
な
な
い
、
お
そ
ら
く
マ

イ
ナ
ス
2
7
3
度
の
絶
対
零
度
で
も
死

な
な
い
で
し
ょ
う
。

ソ
マ
チ
ッ
ト
は
不
死
の
存
在
で
あ
り
、

子
供
を
作
っ
て
増
殖
し
、
16
段
階
に
変

身
す
る
の
で
、
生
命
体
で
は
な
い
か
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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六
月
本
部
例
会
報
告

密
教
開
運
術

「 

強
運
の
成
長
戦
略
提
言　

～
氣

を
高
め
れ
ば
運
は
や
っ
て
く
る
～
」

　
　
　
　
　

講
師　

松
永 
修
岳 

氏

（ 

ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

「
運
と
風
水
」
と
い
う
の
が
、
私
の
一

番
の
専
門
領
域
で
す
が
、
運
と
は「
気

を
運
ぶ
乗
り
物
」、
気
と
は「
情
報
を
も

っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
う
の
が
私
の

理
解
で
あ
り
ま
す
。
運
が
良
い
と
い
う

の
は
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
情

報
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
た
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
運
と
か
気
と
か
見
た
こ
と

が
な
い
で
す
よ
ね
。
せ
い
ぜ
い
オ
ー
ブ

み
た
い
な
も
の
は
い
ろ
い
ろ
ご
覧
に
な

っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
。

※
写
真
を
順
に
見
せ
な
が
ら

例
え
ば
こ
れ
が
家
の
前
を
動
い
て
い

る
大
地
の
気
で
す
。
気
に
は
、
天
の
気

と
人
の
気
と
地
の
気
の
三
つ
の
種
類
が

あ
り
ま
す
。
大
地
の
気
は
D
N
A
と
同

じ
二
重
螺
旋
構
造
で
動
い
て
い
ま
す
が
、

こ
の
家
の
前
を
通
り
過
ぎ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
家
は
栄
え
ま
せ
ん
。
気
が
入

っ
て
来
な
い
家
な
の
で
す
。
気
が
家
の

ほ
う
を
避
け
ち
ゃ
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

        

（
デ
ジ
タ
ル
3
）

例
え
ば
、
そ
う
い
う
家
の
特
徴
は
、

植
物
が
家
か
ら
離
れ
る
よ
う
に
外
に
向

か
っ
て
伸
び
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
家

に
向
か
っ
て
樹
木
が
伸
び
て
く
る
の
は
、

家
の
ほ
う
に
気
が
流
れ
て
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
植
物
の
向
く
方
向
と
い
う
の

は
、
気
が
集
ま
る
方
向
に
必
ず
樹
木
は

動
き
ま
す
。
で
す
か
ら
家
を
避
け
て
い

る
と
い
う
の
は
、
そ
の
家
に
は
気
が
入

っ
て
来
な
く
て
、
栄
え
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

次
の
写
真
は
地
の
気
が
家
の
中
を
動

い
て
お
り
ま
す
。
私
は
普
段
で
も
こ
う

い
う
の
が
見
え
て
い
る
の
で
す
が
、
カ

メ
ラ
に
撮
る
と
皆
さ
ん
も
分
か
る
の
で

す
ね
。
私
が
撮
っ
て
い
な
く
て
も
、
私

が
そ
ば
に
い
る
と
気
が
写
り
ま
す
。
能

力
や
幸
運
や
不
運
も
移
り
ま
す
。

地
の
気
は
、「
健
康
と
安
定
性
」
と
関

わ
り
、
天
の
気
は
「
チ
ャ
ン
ス
」
と
関

わ
っ
て
い
ま
す
。
昔
の
人
は
こ
う
い
う

の
が
見
え
た
人
々
が
沢
山
い
た
と
思
い

ま
す
。
地
の
気
は
「
地
龍
」
と
も
呼
び
、

大
地
の
龍
な
の
で
す
。
二
重
螺
旋
が
ま

さ
に
ウ
ロ
コ
に
見
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
天
の
気
で
す
。
月
の
気
を
撮

影
し
た
も
の
で
す
が
、
天
の
気
を
引
っ

張
り
出
し
て
、
家
の
中
に
も
っ
て
く
る
、

こ
れ
が
風
水
で
す
。
気
を
家
に
も
っ
て

く
る
の
が
風
水
で
す
。
神
社
・
仏
閣
す

べ
て
風
水
建
築
で
す
。
月
の
気
を
家
に

も
っ
て
く
る
と
、「
運
が
ツ
ク
」の
で
す
。

「
ツ
キ
」
と
い
う
の
は
こ
こ
か
ら
来
て

い
ま
す
。

こ
れ
は
神
殿
か
ら
出
て
い
る
気
を
撮

影
し
て
い
ま
す
。
神
社
・
仏
閣
と
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
い
い
と
こ
ろ
は
神
殿
の
中

か
ら
も
の
す
ご
く
気
が
出
て
い
ま
す
。

そ
う
で
な
い
と
こ
ろ
は
全
く
出
て
お
り

ま
せ
ん
。
た
だ
お
社
が
あ
る
だ
け
で
す
。

こ
れ
は
建
築
中
の
風
水
住
宅
で
、
人

脈
が
集
ま
る
よ
う
に
し
て
く
れ
、
と
い

う
こ
と
で
人
脈
の
気
は
、
少
し
ピ
ン
ク

色
を
帯
び
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
は
、
パ
リ
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
オ

ペ
ラ
ホ
テ
ル
と
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院

の
中
に
動
い
て
い
る
地
の
気
で
す
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
埋
め
立
て
た

上
に
建
て
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
集
ま
っ
て

く
る
気
は
、
汚
れ
た
気
と
な
り
ま
す
。

墓
地
に
集
ま
る
気
は
黒
い
邪
気
が
多
く

な
り
ま
す
。

面
白
い
こ
と
に
家
の
門
に
「
家
紋
」

が
あ
る
と
、
邪
気
を
は
ね
返
し
ま
す
。

「
ル
イ
・
ビ
ト
ン
」
の
マ
ー
ク
も
日
本

の
家
紋
を
参
考
に
し
て
、
造
ら
れ
ま
し

た
。
あ
の
「
L
V
」
の
マ
ー
ク
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
っ
て
い
ま
す
。

地
鎮
祭
と
い
う
の
は
単
な
る
形
式
的

行
事
で
は
な
く
、
大
地
の
邪
気
を
抜
く

こ
と
が
目
的
な
の
で
す
。

我
々
の
眼
は
光
の
波
長
が
、
3
8
0

ナ
ノ
メ
ー
タ
か
ら
7
6
0
ナ
ノ
メ
ー
タ

の
範
囲
で
見
て
お
り
ま
す
。
そ
の
前
後

の
波
長
は
肉
眼
で
は
見
え
な
い
の
で
す

●❼ ●



が
、
私
み
た
い
な
特
殊
な
人
間
は
こ
の

幅
を
超
え
て
い
る
の
で
、
気
を
捉
え
る

こ
と
が
出
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
写
真
は
、
今
年
の
一
月
の
元
旦

に
私
が
、
孔
雀
明
王
の
護
摩
を
焚
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
前
と
後
ろ
で
同
時

に
焚
い
て
い
る
の
で
す
が
、
前
の
ほ
う

を
よ
く
見
て
い
た
だ
く
と
、
炎
が
孔
雀

の
よ
う
な
頭
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
が

腕
を
上
げ
る
と
、
炎
の
中
に
毘
沙
門
天

が
出
て
き
て
、
私
の
動
き
と
炎
の
毘
沙

門
天
の
動
き
が
連
動
し
て
い
ま
す
。

真
言
密
教
の
護
摩
法
の
ご
祈
祷
は
効

く
の
か
、
現
象
を
起
こ
せ
る
の
か
?
と
。

私
が
22
、
23
歳
の
頃
本
山
博
先
生
の
と

こ
ろ
で
少
し
修
行
を
し
て
い
ま
し
て
、

A
M
I
（
本
山
式
経
絡
臓
器
機
能
測
定

機
）
で
測
定
し
ま
し
た
ら
、
チ
ャ
ー
ト

で
膀
胱
経
の
経
絡
が
他
の
経
絡
と
比
べ

て
ぼ
こ
っ
と
凹
ん
で
い
ま
す
。
次
が
護

摩
を
受
け
た
後
の
チ
ャ
ー
ト
で
す
が
、

膀
胱
経
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
ふ
う
に
現
象
が
起
こ
せ
る
の
が
、

ご
祈
祷
の
世
界
で
、
信
じ
れ
ば
救
わ
れ

る
と
い
う
の
は
嘘
で
、
信
じ
な
く
て
も

現
象
は
起
こ
せ
る
の
で
す
。

真
言
密
教
に
お
け
る
護
摩
は
、
大
脳

生
理
学
か
ら
生
ま
れ
た
技
法
で
、
護
摩

の
炎
は
人
の
考
え
を
深
く
さ
せ
る
よ
う

に
、
脳
へ
と
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

護
摩
の
炎
そ
の
も
の
が
10
ヘ
ル
ツ
の
ミ

ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
ー
波
で
あ
り
、
密
教
の

阿
闍
梨
は
護
摩
を
焚
き
な
が
ら
脳
波
を

10
→
9
→
8
→
7
→
6
ヘ
ル
ツ
と
周
波

数
を
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
あ
る
意
味
で
は
集
団
催
眠
の
よ
う

な
形
で
変
性
意
識
状
態
に
し
て
、
体
の

治
療
に
入
り
ま
す
。

炎
を
見
つ
め
る
こ
と
で
、
脳
の
第
三

脳
室
の
視
床
と
視
床
下
部
と
呼
ば
れ
る

場
所
が
刺
激
さ
れ
ま
す
。
視
床
下
部
は

人
間
の
本
能
や
欲
望
・
感
情
の
働
き
、

自
律
神
経
系
を
総
合
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
大
切
な
器
官
で
す
。
そ
こ

を
最
も
揺
さ
ぶ
る
と
い
う
の
が
、
密
教

の
ご
祈
祷
で
す
。
こ
の
第
三
の
眼
と
言

わ
れ
る
視
床
下
部
が
炎
を
見
つ
め
る
こ

と
で
刺
激
さ
れ
て
、
心
と
身
体
が
整
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
護
摩
の
脳
科
学

的
な
側
面
で
す
。

心
の
持
ち
方
が
身
体
に
強
い
影
響
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
古
来
か
ら
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
代
は
そ
れ
を
音

声
認
識
に
よ
っ
て
、
脳
の
状
態
を
全
部

証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

例
え
ば「
マ
ン
ト
ラ
」
と
い
う
の
は
言

葉
で
は
な
く
、
仏
の
音
声
な
の
で
す
。

肝
臓
が
出
し
て
い
る
周
波
数
に
共
鳴
す

る
マ
ン
ト
ラ
、
心
臓
に
共
鳴
す
る
マ
ン

ト
ラ
、
鼻
に
共
鳴
す
る
マ
ン
ト
ラ
、
耳

に
共
鳴
す
る
マ
ン
ト
ラ
、・
・
・
が
あ
り

ま
し
て
、
そ
れ
は
全
部
音
声
で
あ
っ
て

そ
れ
は
全
部
脳
に
行
く
わ
け
で
す
。

脳
は
そ
の
音
声
情
報
に
よ
っ
て
、
β

エ
ン
ド
ル
フ
ィ
ン
を
出
し
た
り
、
ド
ー

パ
ミ
ン
を
出
し
た
り
、
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

を
出
し
た
り
し
ま
す
。
ま
さ
に
そ
の
音

声
は
世
界
共
通
で
す
。

こ
こ
に
近
年
、
光
吉
俊
二
博
士
が
開

発
し
た
音
声
か
ら
心
の
状
態
を
分
析
す

る
、
つ
ま
り
脳
の
自
律
神
経
の
働
き
と

ホ
ル
モ
ン
の
状
態
を
一
瞬
に
し
て
判
断

し
て
し
ま
う
と
い
う
測
定
器
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
本
等
に
「
う
れ
し
い
」
と

い
う
気
持
ち
で
「
う
れ
し
い
」
と
言
え

ば
、
表
示
さ
れ
る
色
で
分
か
り
ま
す
。

西
洋
医
学
で
は
胃
が
悪
い
と
胃
の
治

療
を
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、
密
教
の
医

学
は
全
部
脳
が
悪
い
と
考
え
ま
す
。
で

す
か
ら
脳
を
治
さ
な
け
れ
ば
ダ
メ
な
の

で
す
。
そ
し
て
、
脳
は
環
境
と
心
に
影

響
さ
れ
る
の
で
す
。
感
情
が
意
識
を
支

配
す
る
と
い
う
の
は
愚
か
者
な
の
で
す
。

意
識
が
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の

で
す
。
こ
の
感
情
こ
そ
が
人
間
の
病
と

も
関
係
す
る
の
で
す
。

ど
ん
な
音
声
を
出
し
て
い
る
の
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
自
分
の
脳
の
状
態
を
正

し
く
捉
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
様
々

な
病
気
に
対
処
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
の
装
置
は
東
大
の
先
生
が
開
発

し
て
、
東
大
の
医
学
部
で
臨
床
し
て
き

た
も
の
で
す
。

週
に
一
回
以
上
、
教
会
に
通
っ
て
い

る
人
の
場
合
、
無
宗
教
者
と
比
べ
て
2

割
以
上
も
寿
命
が
延
び
る
と
い
う
調
査

が
発
表
さ
れ
る
等
、
そ
の
研
究
発
表
は

1
2
0
0
例
を
超
え
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。

特
に
有
名
な
の
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
総
合
病
院
の
C
C
U
に
入
院
し
て

い
た
3
9
3
人
の
心
臓
病
患
者
に
よ
る

実
験
で
、
他
人
に
祈
ら
れ
た
患
者
は
そ

う
で
な
い
患
者
よ
り
は
っ
き
り
治
療
効

果
が
上
が
る
と
い
う
こ
と
が
判
っ
た
の

で
す
。
ま
た
、
こ
の
実
験
か
ら
祈
り
の

効
果
は
距
離
と
関
係
し
な
い
こ
と
も
判

り
ま
し
た
。
病
院
の
す
ぐ
そ
ば
で
祈
る

の
も
、
何
百
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら

祈
る
の
も
、
効
果
は
全
く
同
じ
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
病
人
の
す
ぐ
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そ
ば
に
い
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、

遠
く
か
ら
祈
っ
て
あ
げ
る
だ
け
で
も
、

病
状
の
進
行
を
防
い
だ
り
、
傷
み
を
和

ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

さ
ら
に
他
の
グ
ル
ー
プ
の
実
験
で
、

祈
り
の
経
験
の
長
い
人
ほ
ど
祈
り
の
効

果
が
大
き
い
こ
と
も
判
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
無
指
示
的
な
祈
り
」
は
「
指
示
的

な
祈
り
」
よ
り
効
果
が
大
き
い
こ
と
も

判
り
ま
し
た
。「
指
示
的
な
祈
り
」
と
は
、

例
え
ば
、
ガ
ン
が
治
癒
す
る
こ
と
、
苦

痛
が
消
え
る
こ
と
な
ど
、
祈
る
人
が
特

定
の
イ
メ
ー
ジ
を
心
に
抱
い
て
祈
る
こ

と
で
す
。
い
わ
ば
祈
る
人
は
、
宇
宙
に

「
こ
う
し
て
く
れ
」
と
注
文
を
つ
け
る

祈
り
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
無
指

示
的
な
祈
り
」
は
、
な
ん
ら
の
結
果
も

想
像
し
た
り
、
注
文
し
た
り
せ
ず
に
、

た
だ
「
最
良
の
結
果
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
か
「
神
の
御
心
の
ま
ま
に
し
て

く
だ
さ
い
」
と
、
宇
宙
を
信
じ
て
お
任

せ
す
る
祈
り
方
で
す
。

実
験
結
果
で
は
、「
指
示
的
な
祈
り
」

と
「
無
指
示
的
な
祈
り
」
の
ど
ち
ら
も

効
果
が
上
が
り
ま
し
た
が
、「
無
指
示

的
な
祈
り
」
の
方
が
「
指
示
的
な
祈
り
」

の
2
倍
以
上
の
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と

も
多
か
っ
た
の
で
す
。
研
究
者
た
ち
は
、

こ
の
結
果
を
見
て
、「
科
学
的
な
見
地
か

ら
見
れ
ば
、
ど
う
す
べ
き
か
を
知
っ
て

い
る
『
力
』
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実

は
衝
撃
的
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

祈
り
に
よ
っ
て
愛
に
あ
ふ
れ
た
知
性

と
つ
な
が
る
時
、
そ
の
「
ど
う
す
べ
き

か
を
知
っ
て
い
る
『
力
』」
は
、
祈
り
の

対
象
を
最
適
な
状
態
に
向
け
て
動
か
し
、

そ
の
対
象
の
本
当
の
ニ
ー
ズ
に
最
も
合

っ
た
方
向
へ
導
く
の
で
す
。

※
こ
こ
か
ら
運
を
上
げ
る
た
め
の
様
々

な
知
識
と
方
法
（
前
半
）
を
箇
条
書
き

し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
「
運
」
は
幸
せ

に
な
る
条
件

・
努
力
が
結
果
に
結
び
付
か
な
い
成
熟

社
会
の
始
ま
り

・
経
済
的
身
分
が
固
定
さ
れ
た
階
級
社

会
の
始
ま
り

貧
困
の
世
襲
、
不
運
の
世
襲
、
代
々

貧
し
さ
を
受
け
継
ぎ
、
不
運
を
受
け
継

ぐ
階
級
社
会

富
の
世
襲
、
強
運
の
世
襲
、
代
々
豊

か
さ
を
受
け
継
ぎ
、
強
運
を
受
け
継
ぐ

階
級
社
会

不
確
か
な
時
代

「
運
」
が
よ
く
な
い
と
結
果
が
出
な
い

ど
ん
な
に
努
力
し
よ
う
が
、
脳
力
が

高
か
ろ
う
が
、
一
流
大
学
を
出
よ
う
が
、

運
が
良
く
な
い
と
い
い
と
こ
ろ
ま
で
い

っ
て
も
、
結
果
に
結
び
つ
か
な
い
の
が

現
実努

力
と
脳
力
を
結
果
に
結
び
付
け
る

力
こ
そ
「
運
」

先
が
読
め
な
い
時
代
に
最
も
や
る
べ

き
こ
と
は
「
自
分
の
運
を
鍛
え
る
こ
と
」

運
が
い
い
こ
と
以
外
に
生
き
残
れ
な

い
時
代
が
加
速
し
て
い
る
。
長
生
き
し

た
け
れ
ば
運
が
良
い
こ
と
。

実
力
の
な
い
人
に
は
仕
事
に
お
い
て
、

運
も
ツ
キ
も
関
係
し
な
い
。
実
力
が
高

ま
る
に
つ
れ
て
、
運
や
ツ
キ
は
最
も
重

要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。

ツ
キ
や
運
な
ど
な
い
と
い
う
人
と

は
?そ

の
人
は
間
違
い
な
く
仕
事
で
活
躍

し
て
い
な
い
か
、
謙
虚
さ
の
な
い
ご
う

慢
な
人
間
と
い
え
る
。

な
ぜ
な
ら
活
躍
し
て
い
る
人
や
成
績

の
良
い
人
た
ち
は
、
ツ
キ
や
運
が
な
く

し
て
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
は
出

来
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

努
力
な
ら
ば
負
け
組
会
社
の
社
長
の

方
が
勝
ち
組
会
社
の
社
長
よ
り
も
必
死

で
努
力
し
て
い
る
。

ツ
キ
や
運
は
人
間
の
潜
在
脳
力
を
引

き
出
し
た
り
、
高
め
た
り
す
る
不
可
視

な
力
を
持
っ
て
い
る
。

ツ
キ
や
運
の
あ
る
人
の
目
立
っ
た
特

徴1 

．
自
分
は
ツ
キ
が
あ
る
人
間
だ
と
思

っ
て
い
る

2 

．
今
ま
で
も
運
に
助
け
ら
れ
た
経
験

が
あ
る

3 

．
仕
事
に
お
い
て
ツ
キ
や
運
の
あ
る

人
間
と
か
か
わ
っ
て
い
る

→ 

さ
ら
に
ツ
キ
や
運
の
あ
る
人
間
が
集

ま
っ
て
く
る

こ
の
時
代
、
結
果
を
出
す
の
に
最
も

必
要
な
3
つ
の
力

1 

．
変
化
を
読
み
取
り
、
流
れ
を
変
え

る
力

2 

．
自
己
課
題
設
定
力

　
　

何
を
ど
う
や
っ
て
実
行
す
る
の
か

3 

．
運
の
成
長
戦
力

　
　

運
を
経
営
戦
略
に
組
み
込
む

運
力
を
上
げ
る
の
に
必
要
な
3
つ
の

力1
．
明
る
い
性
格
を
鍛
え
る

　

 

明
る
く
な
い
と
流
れ
を
変
え
ら
れ
な

い
2 

．
人
の
話
を
感
動
し
て
聞
い
た
り
、

好
奇
心
を
持
っ
て
聞
く
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話
を
よ
く
聞
か
な
い
と
い
い
情
報
を

得
ら
れ
な
い

3 

．
尊
敬
さ
れ
、
人
に
好
か
れ
る
自
分

を
鍛
え
る

　

好
か
れ
な
い
と
人
を
動
か
せ
な
い

運
を
も
経
営
戦
略
に
取
り
入
れ
る
こ

と
が
必
要

1 

．
成
功
と
は
誰
か
が
自
分
に
し
て
く

れ
る
こ
と

2 

．
成
功
へ
と
導
い
て
く
れ
る
の
は
、

自
分
で
は
な
く
他
人

3 

．
他
人
が
協
力
し
て
く
れ
な
い
と
成

功
で
き
な
い

　

す
べ
て
他
人
が
カ
ギ

　

誰
と
出
会
う
の
か
そ
れ
も
運

運
命
は
す
べ
て
出
会
い
と
運
と
絆
で

決
ま
る

人
、
土
地
、
住
居
、
ペ
ッ
ト
、
友
人
、

パ
ー
ト
ナ
ー
、・
・
・
他

運
に
好
か
れ
る
人
は
人
に
も
好
か
れ

る
人仕

事
の
脳
力
は
人
脈
運
で
決
ま
る

人
脈
運
は
自
分
の
可
能
性
を
広
げ
て

く
れ
る

運
に
好
か
れ
た
け
れ
ば
人
に
好
か
れ

る
こ
と
だ

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
一
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

第 

1
部
『
真
実
さ
え
広
ま
れ
ば
世

界
は
今
に
で
も
理
想
郷
に
で
き

る
―
代
替
医
療
の
現
場
か
ら
―
』

第 

2
部
『
科
学
か
ら
見
た
地
球
空

洞
説
』

　
　
　
　
　

講
師　

藤
枝 　

縁 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
9
月
15
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

【
藤
枝
縁
】（
ふ
じ
え
だ
え
に
し
）
氏
は

1
9
8
0
年
生
ま
れ
。
31
歳
。
早
稲
田

大
学
理
工
学
部
資
源
工
学
科
卒
。
東
京

大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科

修
士
課
程
卒
。

Lighthood 

代
表
。
月
～
金
は
大
手
広

告
代
理
店
に
勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で

あ
り
、
か
つ『
週
末
』社
会
起
業
家
。
代

替
医
療
、
食
文
化
、
心
の
健
康
、
経
済

シ
ス
テ
ム
、
精
神
世
界
な
ど
多
岐
に
渡

る
講
演
を
全
国
で
手
が
け
る
。

第
1
部
概
要　

代
替
医
療
に
よ
り
日
本

の
医
療
費
負
担
は
激
減
し
ま
す
。

・
副
作
用
の
な
い
癌
の
対
処
方
法
「
丸

山
ワ
ク
チ
ン
」 

・
カ
ナ
ダ
で
は
認
可
が
下
り
て
い
る
抗

が
ん
剤
「
7
1
4
―
x
」（
通
称
ソ
マ

チ
ッ
ド
療
法
） 

・
分
子
薬
理
学
的
な
糖
尿
病
へ
の
効
果

が
発
表
さ
れ
て
い
る
「
ス
テ
ビ
オ
サ

イ
ド
」

い
ず
れ
も
、
安
価
で
副
作
用
が
な
く
、

完
治
に
近
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

（
デ
ジ
タ
ル
4
）

第
2
部
概
要　

科
学
か
ら
み
た
地
球
空

洞
説地

球
は
や
っ
ぱ
り
［
が
ら
ん
ど
う
］

だ
っ
た
。
内
側
の
世
界
に
文
明
が
存
在

す
る
。

真
実
を
知
り
、
広
め
る
事
で
自
分
と

大
切
な
人
々
を
守
る
術
を
お
伝
え
し
ま

す
。

第 

1
部
『
真
実
さ
え
広
ま
れ
ば
世
界
は

今
に
で
も
理
想
郷
に
で
き
る
―
代
替

医
療
の
現
場
か
ら
―
』

私
（
藤
枝
エ
ニ
シ
）
自
身
も
、
転
職
し

た
先
の
会
社
で
の
異
常
な
激
務
と
パ
ワ

ハ
ラ
か
ら
う
つ
病
を
経
験
し
た
。「
う
つ

病
は
心
の
風
邪
で
あ
る
。
よ
っ
て
う
つ

病
も
服
薬
と
休
養
で
治
す
」
と
い
う
心

療
内
科
や
大
病
院
の
精
神
科
の
先
生
方

の
指
導
の
も
と
治
療
に
専
念
し
た
が
、

症
状
は
悪
化
す
る
ば
か
り
、
副
作
用
も

酷
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は

近
い
将
来
に
廃
人
化
す
る
」
と
い
う
危

惧
か
ら
別
の
治
療
法
を
探
し
、
結
果
的

に
催
眠
療
法
に
よ
る
早
期
回
復
で
社
会

復
帰
し
た
。

「
服
薬
と
休
養
」
と
い
う
精
神
医
療
の

世
界
の
常
識
は
、
私
に
限
っ
て
は
全
く

効
果
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
逆
に
治

療
に
貢
献
し
た
の
は
、
国
家
資
格
も
持

た
な
い
単
な
る
一
個
人
の
セ
ラ
ピ
ス
ト

で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
世
の
中
の
常

識
に
対
す
る
疑
念
が
生
じ
た
。
世
の
中

で
難
病
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
に
、
本

当
は
廉
価
か
つ
根
本
的
な
治
療
法
が
存

在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
。

ネ
ッ
ト
を
含
め
て
種
々
の
文
献
を
当

た
っ
て
み
る
と
、
実
に
色
々
な
情
報
が
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見
つ
か
っ
た
。
そ
れ
も
明
ら
か
に
オ
カ

ル
ト
や
噂
と
い
っ
た
次
元
の
も
の
で
は

な
く
、
既
存
の
科
学
の
検
証
に
十
分
に

耐
え
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

例
を
挙
げ
る
と
、

① 

カ
ナ
ダ
の
厚
生
省
で
認
可
が
既
に
下

り
て
お
り
、
末
期
癌
の
患
者
に
対
し

て
癌
治
療
の
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
「
ソ
マ
チ
ッ
ド
療
法
」

② 

癌
細
胞
を
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
膜
で
包
囲

し
、
転
移
や
増
殖
を
抑
制
す
る
「
丸

山
ワ
ク
チ
ン
」

③ 

2
0
0
6
年
の
日
本
糖
尿
病
学
会
に

て
そ
の
分
子
薬
理
学
的
な
血
糖
値
低

下
作
用
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明
さ
れ
、

既
存
の
薬
効
成
分
「
ピ
オ
グ
リ
タ
ゾ

ン
」
の
数
百
倍
の
効
果
を
持
ち
か
つ

副
作
用
が
無
い
「
ス
テ
ビ
ア
発
酵
濃

縮
エ
キ
ス
」
等
々
。

現
代
の
世
界
は
資
本
主
義
で
運
営
さ

れ
て
い
る
た
め
、
出
来
る
だ
け
カ
ネ
が

掛
か
り
、
長
引
か
せ
、
根
本
的
な
解
決

に
は
な
ら
な
い
と
い
う
治
療
法
が
最
終

的
に
残
る
と
い
う
不
幸
な
仕
組
み
に
な

っ
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
ス
ポ
ン
サ
ー

で
あ
る
製
薬
業
界
の
顔
色
を
う
か
が
い
、

前
記
の
よ
う
な
治
療
法
の
特
番
な
ど
組

め
な
い
。
製
薬
業
界
と
政
官
は
治
験
と

天
下
り
先
と
い
う
蜜
月
関
係
の
た
め
、

あ
う
ん
の
呼
吸
で
隠
蔽
に
走
る
。
お
医

者
様
は
点
数
に
な
ら
な
い
自
費
診
療
な

ど
や
っ
て
も
仕
方
が
な
い
。
こ
う
し

て
、
本
当
の
治
療
法
は
患
者
以
外
の
誰

に
も
歓
迎
さ
れ
ず
、
日
の
目
を
見
な
い

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う

個
人
一
人
一
人
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
た

り
得
る
情
報
発
信
の
手
段
を
手
に
入
れ

た
今
、
こ
う
し
た
情
報
統
制
は
風
前
の

灯
火
で
あ
り
、
全
て
の
真
実
が
表
に
出

る
日
は
近
い
。
燃
え
る
水
、
空
気
で
走

る
車
、
電
磁
波
の
影
響
を
無
く
す
技
術

等
々
、
今
後
は
素
晴
ら
し
い
も
の
が
目

白
押
し
で
あ
る
。

第 

2
部
『
科
学
か
ら
見
た
地
球
空
洞
説
』

古
今
東
西
、
地
下
に
潜
っ
て
い
っ
た

先
に
地
上
と
は
違
う
別
世
界
の
文
明
が

栄
え
て
い
た
と
い
う
伝
承
は
枚
挙
に
暇

が
無
い
。
チ
ベ
ッ
ト
の
山
奥
で
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
が
守
る
経
典
に
は
ア
ガ
ル
タ
と
呼

ば
れ
る
地
下
世
界
の
こ
と
が
記
述
さ
れ

て
い
る
し
、
大
戦
直
後
に
北
極
を
飛
行

し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
が

地
下
世
界
を
写
真
に
収
め
て
い
る
。
ま

た
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁
師
が
地
下
世
界

に
迷
い
込
ん
で
数
年
と
い
う
時
間
を
過

ご
し
た
際
の
記
録
が
本
と
し
て
残
っ
て

い
る
。

地
球
は
中
身
が
ぎ
っ
し
り
と
詰
ま
っ

た
球
体
構
造
で
、
中
は
高
温
・
高
圧
の

マ
グ
マ
が
対
流
し
、
中
心
部
に
は
コ
ア

と
呼
ば
れ
る
金
属
の
塊
が
あ
る
と
教
え

ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
地
球
が
空

洞
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
た
な
い
と

説
明
の
難
し
い
事
象
が
多
く
存
在
す
る
。

例
え
ば

① 

海
溝
へ
潜
っ
て
い
く
と
、
計
算
よ
り

も
遙
か
に
速
く
重
力
が
弱
く
な
っ
て

い
く
。

② 

全
て
の
大
陸
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
方

向
へ
移
動
し
て
い
く
（
風
船
の
表
面

に
塗
っ
た
泥
を
乾
か
し
た
後
に
膨
ら

ま
せ
た
よ
う
に
）。

③ 

大
陸
上
の
起
伏
に
比
べ
れ
ば
穏
や
か

な
も
の
の
、
海
面
に
も
明
ら
か
な
高

低
差
が
あ
り
、
最
大
1
0
0
m
に
も

達
す
る
。
こ
れ
に
は
等
高
線
を
引
く

こ
と
が
可
能
で
、
常
に
一
定
で
不
変

で
あ
る
。
こ
れ
は
間
違
い
な
く
重
力

場
に
強
弱
が
存
在
し
て
い
る
（
こ
れ

は
内
側
の
空
間
の
山
脈
の
存
在
に
よ

る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
）。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
科
学
の
目
で
見

て
も
今
の
地
球
科
学
を
支
え
て
い
る
理

論
が
存
外
に
弱
々
し
い
こ
と
が
分
か

る
。
逆
に
内
側
世
界
か
ら
も
た
ら
さ
れ

た
情
報
を
見
る
と
、
地
球
が
物
理
的
に

空
洞
で
あ
る
こ
と
が
必
然
と
思
え
る
よ

う
な
こ
と
が
多
々
あ
る
。

① 

内
側
世
界
の
人
々
は
平
均
身
長
7
m
。

植
生
も
動
物
も
非
常
に
サ
イ
ズ
が
大

き
い
（
内
側
世
界
は
そ
の
物
理
的
構

造
に
よ
り
、
重
力
が
地
上
よ
り
も
遙

か
に
弱
く
な
る
。
ま
た
、
電
磁
波
の

レ
ン
ズ
効
果
で
生
ま
れ
る
プ
ラ
ズ
マ

球
と
し
て
の
太
陽
が
24
時
間
照
っ
て

い
る
為
、
夜
が
な
い
た
め
植
物
が
よ

く
育
つ
）。

② 

前
述
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
迷
い
込
ん
だ

空
間
の
気
温
は
摂
氏
23
度
。
北
極
で

は
あ
り
得
な
い
数
値
で
あ
る
（
夜
も

季
節
も
無
い
空
間
で
あ
る
た
め
、
ど

こ
で
も
小
春
日
和
）。

③ 

人
間
の
生
体
リ
ズ
ム
は
太
陽
よ
り
は

月
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、

内
側
世
界
で
は
時
間
を
計
る
唯
一
の

手
段
が
潮
の
満
ち
引
き
で
あ
る
。
こ

れ
は
内
側
の
世
界
か
ら
は
見
え
な
い

が
外
側
に
存
在
す
る
月
の
影
響
で
あ

る
（
実
は
地
上
人
の
ル
ー
ツ
は
地
下

世
界
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
?
）

現
代
の
地
上
の
科
学
で
は
、
地
下
世

界
の
存
在
を
検
証
し
よ
う
に
も
そ
こ
ま

で
の
掘
削
の
技
術
が
無
い
た
め
に
不
可
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能
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
下
世
界

の
存
在
を
前
提
に
置
く
と
、
地
球
科
学

の
謎
の
多
く
が
解
け
て
い
く
様
子
は
非

常
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
私
は
バ

ミ
ュ
ー
ダ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
地
下
と

地
上
を
繋
ぐ
何
か
が
あ
る
と
み
て
調
査

を
続
け
て
い
る
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆

現
在
の
医
学
は
資
本
主
義
の
も
と
で

金
儲
け
で
き
る
技
術
に
偏
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
明
ら
か
に

な
れ
ば
増
加
し
続
け
る
膨
大
な
医
療
費

も
許
容
の
と
こ
ろ
ま
で
下
が
る
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

常
識
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
ま

だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い

よ
う
だ
。

し
か
し
こ
れ
ら
も
次
第
に
表
に
出
て

く
る
で
あ
ろ
う
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
15
名
、
非
会

員
19
名
、
合
計
34
名
で
し
た
。
今
回

の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

で
す
。
事
務
局
（
0
7
9
7
・
2 

2
・

6
4
2
5
）
ま
で

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
七
十
二
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

神
様
が
い
る
ぞ

　
　
　
　
　

講
師　

池
田 

邦
吉 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
10
月
20
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

池
田
邦
吉
氏
は
1
9
4
7
年
東
京
生

ま
れ
。
1
9
6
9
年
東
京
工
業
大
学
建

築
学
科
卒
。

著
書
:

明
窓
出
版
よ
り
『
あ
し
た
の

世
界　

シ
リ
ー
ズ
P
・
1
～
P
・
4
』、

『
光
の
シ
ャ
ワ
ー
』、『
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム

ス
No
1
～
No
5
』
が
発
刊
済
。

手
翳
し
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
（
霊
気
ヒ
ー

リ
ン
グ
と
か
チ
ャ
ク
ラ
ヒ
ー
リ
ン
グ
と

も
言
わ
れ
る
）
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
、

同
じ
症
状
の
患
者
で
治
る
人
と
治
ら
な

い
人
が
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
治
る

人
に
は
守
護
神
が
い
て
、
そ
の
神
様
の

応
援
が
あ
る
。

人
は
肉
体
と
精
神
と
「
た
ま
し
ひ
:

魂
」
と
の
三
位
一
体
の
存
在
で
あ
っ
て

魂
は
神
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
部
で
あ
る
。

こ
れ
を
神
道
で
は
「
分
け
御
魂
」
と
い

う
。
人
は
神
が
作
っ
た
神
の
乗
り
物
で

あ
る
か
ら
、
誰
し
も
守
護
神
が
つ
い
て

い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
で

病
気
が
治
ら
な
い
人
は
神
か
ら
見
放
さ

れ
て
い
る
人
で
あ
っ
た
。

（
デ
ジ
タ
ル
5
）

神
々
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
方
が
、

病
気
が
治
り
や
す
い
と
い
う
こ
と
が
分

っ
た
の
で
、
本
を
書
い
た
。

『
神
様
が
い
る
ぞ
』（
1
5
0
0
円
）

平
成
24
年
7
月
1
日
明
窓
出
版
よ
り
出

版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヒ
ー
リ
ン
グ
す
る
と
神
様
・
そ
の
人

の
守
護
神
が
お
り
て
き
て
そ
の
守
護
神

と
情
報
交
換
す
る
。
そ
の
一
方
で
1 

9 

9 

3
年
か
ら
預
言
書
を
研
究
し
て
い
る
。

そ
こ
で
は
創
造
主the creator

が
ノ

ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
に
未
来
の
こ
と
を
教
え

た
と
書
か
れ
て
い
る
。
当
時
創
造
主
の

概
念
が
日
本
に
無
い
の
で
困
っ
た
。
以

来
そ
の
創
造
主
が
ど
の
よ
う
な
神
で
あ

る
か
に
つ
い
て
興
味
を
持
つ
こ
と
に
な

っ
た
。

資
料
No
1
の
①
、
②
、
③
、
④
、
⑤

の
神
々
は
宇
宙
を
創
っ
た
神
で
あ
る
。

初
め
の
存
在
は
無
で
あ
る
。
自
分
を
認

識
出
来
な
か
っ
た
。

初
め
空
間
に
は
光
し
か
な
か
っ
た
。

意
識
体
の
み
が
あ
っ
た
。
そ
れ
が
あ
め

の
み
な
か
ぬ
ち
の
神
。

比
較
の
相
手
が
い
な
か
っ
た
た
め
、

素
晴
ら
し
い
と
は
何
か
理
解
出
来
な
か

っ
た
。

意
識
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
一
部
は

全
体
よ
り
少
な
い
。
自
分
を
分
割
す
る

こ
と
で
こ
れ
と
あ
れ
が
存
在
す
る
よ
う

に
な
り
、
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
こ
れ
、
あ
れ
、
全
体
の
三

つ
が
発
生
し
た
。

石
こ
ろ
に
も
意
志
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ

る
物
質
に
意
志
が
あ
る
。

神
は
初
め
光
を
つ
ま
ん
で
渦
を
作
っ

た
。
右
回
り
と
左
回
り
、
た
か
み
む
す

ひ
の
神
と
か
み
む
す
ひ
の
神
が
生
ま
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
電
子
、
陽
子
が

出
来
、
原
子
が
出
来
て
い
く
。
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次
い
で
資
料
No
1
の

⑥ 

あ
め
の
と
こ
た
つ
ち
の
神
が
、
銀
河

系
の
中
に
星
々
を
創
っ
た
。

⑧ 

あ
め
の
と
よ
く
も
ぬ
の
神
は
天
之
床

立
地
の
神
の
分
神
。

⑩ 

く
に
の
と
こ
た
つ
ち
の
神
が
地
球
を

創
り
、
岩
盤
を
創
っ
た
。

⑰ 

つ
ぬ
く
し
ひ
の
神
と
⑱
い
く
く
ひ
の

神
は
生
命
発
生
の
神
。

こ
れ
ら
18
柱
の
神
々
が
集
ま
り
、
40

億
年
前
地
球
に
陸
地
を
創
る
た
め
の
会

議
を
行
っ
た
。

い
ざ
な
ぎ
気
、
い
ざ
な
み
実
は
そ
の

会
議
で
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
的
存
在
で
あ

っ
た
。

創
造
主
た
ち
は
2
0
0
0
万
年
前
に

人
間
を
創
っ
た
。

1
9
0
0
万
年
前
、
シ
リ
ウ
ス
星
に

黄
色
系
人
類
が
創
ら
れ
、
プ
レ
ア
デ
ス

星
に
黒
人
、
白
人
が
創
ら
れ
た
。

や
が
て
プ
レ
ア
デ
ス
星
に
は
住
め
な

く
な
っ
た
の
で
他
の
銀
河
系
に
移
住
し
、

そ
の
後
地
球
へ
移
住
し
て
き
た
。

神
は
人
に
対
し
て
創
造
力
を
与
え
た
。

人
間
は
神
と
同
じ
波
動
で
出
来
て
い
る
。

人
間
を
作
る
こ
と
で
神
は
自
覚
し
た
。

あ
な
た
方
自
身
が
私
で
あ
る
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
忘
却
と
い
う
能

力
を
作
っ
た
。
自
分
（
神
）
を
知
る
た

め
に
は
自
分
で
な
い
も
の
を
対
極
に
作

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
ま
れ
る
時

は
そ
の
前
を
知
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。

天
の
う
ず
め
と
い
う
神
は
い
な
か
っ

た
。
後
年
の
人
が
作
っ
た
お
と
ぎ
話
で

あ
る
。

肉
体
と
精
神
に
つ
い
て
、
精
神
は
脳

に
は
な
い
。
人
は
死
ん
で
も
精
神
は
生

き
て
い
る
。

人
は
7
層
の
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
出

来
て
い
る
。
死
ん
で
も
同
じ
形
の
オ
ー

ラ
が
残
っ
て
い
る
。
神
は
ど
ん
な
形
に

も
な
る
。

日
本
で
は
宮
司
の
形
を
し
て
い
る
。

姫
達
は
十
二
単
衣
を
着
て
現
れ
る
。　

指
導
神
は
時
代
に
よ
り
変
わ
る
。

最
後
の
Q
&
A
の
時
間
に
ベ
ス
ビ
オ

火
山
に
関
す
る
質
問
が
あ
り
、
来
年

（
平
成
25
年
）
に
爆
発
が
あ
る
だ
ろ
う

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　
　

☆
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2-3）の連続撮影を検討する。最初は出ない
（ORBが写らない）、次も出ない。筆者らの場
合は、最大で8回目に出た（写る）。此の時、物
質にフラッシュ光（約1/1000sec）を当てると
反射、吸収、透過、原子内電子の軌道間移動
に基づく緩和（赤外、可視光の色、白色発光）
等が起きる。フラッシュを焚くと、撮影者自身
のバイオフォトンをも含めて、周囲の物質は、
フラッシュ光を吸収する（僅かに発熱する）。
つまり活性化する。これらは電磁波（赤外線）
として、あとで、物質から放出される事になる。
フラッシュが繰り返されて、周りの物質の活性
化が進み、空気中の赤外線（光）がORB形成
に必要なエネルギー量になると、ORBが写る
ことになるのであろう。さらには、撮影者のバ
イオフォトン（光、素粒子）と体外のORBとが
共鳴（共振）した時に、（3）の性質、つまり同一
条件撮影の時に、同一種類のORBが写る（出
る）様になるのであろう。

2-4）並びに（2）の水との親和性の解釈。大
気中の湿度によりORBが大量に起りやすくな
る。降雨により、大気中に電離が起きて、自由
電子がうまれ、これが励起されると、大幅に
ORBが出やすくなる。晴れた日の地球は（−）
に帯電しており、空からは（+）イオンが降下し
てくる。厚い雲がやって来て、雨模様になると、
雲の上側は（+）､ 下側は（−）に帯電し、雲の下
の地球は（+）に帯電する。雨が降り始めると、
空気中のイオンや電子等は活性化して（+）イ
オン、（−）イオン、自由電子が増す（プラズマ
形成）ことになる。地表面上にあるガンマー線

（自然放射能）も電離を進めている。
なお、上述の式（1）（2）のモデルは、サイ

（気）のモデルでもあるので、ORBとサイ「気」
は同一である。なお、ORB内のマンダラ状模
様は、ORBの構成要素（素粒子）の波の干渉縞
模様であり、サイ（気）のカオスアトラクター
の結果である、と判断している。
3-3）外気制御装置の概略

空気中に存在する気（サイ）は薄いので、集
積しないと、測定する事が出来ない。そこで、

外気制御装置（気エネマシン）を製作した。原
形は長野県、伊那市分杭峠の入野谷（瞑想室）
に設置（2006年）されており、6年後の現在も
駆動・使用されている。マシンはピラミッド、
水晶、無誘導コイル、磁石から成る。要点は、
太陽電池（p、nジャンクション）から来る電流
を無誘導コイルに作用させて零磁場を造り、
外気を集積させることにしてある。水の電気
伝導率変化を用いて測定したところ､ 中心か
ら半径約1.5mの円形オーラ状のエネルギーが
分布している事、並びに、水（気功水）のエネ
ルギーを測定したところ、E=1,38eVの活性
化エネルギー値を得た。これは赤外線領域の
波動（周波数）を意味している。つまり赤外線
の周波数域にマシンが集めた「気」が存在して
いる。

さらに指尖脈波測定装置（複雑系カオス解
析）を用いて、瞑想室入居前後（30分）の生体
内の気の流れを計測したところ、カオスアトラ
クターの変化が認められ、フラクタル次元D2
の減少（チャクラ、ツボからの光子放出部数の
減少）として計測された。以上を基にして、現
在は、ORBから得られる条件を加算した改良
型「気エネマシン」装置を製作してテストして
いる。つまり、外気（ORB）の応用・実用化を
含めて検討している。

サイ（気）としての現象を生起させる為には、
零を加算させて活性化させる。つまり零を累
積、活性化させ、不安定な状態（変換点）を造
る。そして、意念（ASC）によって未知現象（サ
イ、超常現象）を生起させる。此の時、同時に
カオス現象も生起してきて、機能することにな
る。意識の面をみると、ORBならびに気エネ
マシンともに、変性意識状態（ASC）で現象を
生起させることになる。つまり、願い事を内に
秘めて、知性や理性を薄めて意識を変性させ、
無意識に近い変性意識状態（ASC）になり、リ
ラックス集中する事が求められている。以上、
気エネマシンとORBは機能的に同一である、
と考えられる（残念ですが、ORBの写真は、
省略させていただきました）。
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2-4）明暗の境目、水との親和性
夕方や朝方の明暗の境目の時間帯。雨の降

り始め、または降り止めの折り目（境目、分岐
点）の時間帯はORBが撮れやすい。また滝壺
の付近で水しぶきが降っている場面でも、背
景が暗い場合にはORBが写り易い。一例とし
て、写真5～6を示す。2012年7月6日、夕方、
小雨後、福島市、瀧洞神社。強い白色発光体
状でヘイローのあるORB、干渉縞を持っては
いるが非対称で凸凹を含むマンダラ状をしめ
すORB、黒い目を持つORB、強い光の色違い
のORB、等が撮影されている。
2-5）米国の実験例

米国のM. LedwithとK. Heinemann（2007）
らによると、ORBは次の（1）～（3）の性質を持
つという。（1）撮影を継続すると、ORBの出現
回数は大幅に増加する。初期には50回に一回
位であったのが、約10万枚を超す現在では、
10倍程度も増加している。（2）夕方で薄暗い時
に写り易い。特に雨模様で湿度が高い時に写
りやすい。しかし、室内でも背景が薄暗い（黒
色）場合に写り易い。（3）ある一定の条件下で
は、同一種類のORBが写る傾向がある。

3．検討と考察
3-1）ORBのモデル

ORBは、カメラの操作や撮影上のミスで生
成する場合が多いと言う。しかし本物もあり、
ORBは「知性や理性をもった意識体である」、

「スピリットの投影である」等の意見や主張も
多い。ORB像の出現や撮影状況は、実験内容
から見て「撮影者とORBとの間に相互関係（作
用）がある」と判断出来るので、一種のマクロ
PKであると言えよう。PKの場合、関与する
物質はサイ（気）であり、サイ（気）には物質的
な面と意識的な面があり、ORBも同一である。
筆者らは、外気並びにORBの物理的な性質を
式（1）（2）で表示している。意識に反応する面
がプラズマとは異なり、サイ（気）としての、
情報と機能を持っている。サイ（気）の概略を
あげる。素粒子類似で波動性と粒子性を相補

的に持っている。つまり波動であり、粒子でも
ある。姿や形は不定で、非局所的に空間に広
く拡散分布している。異なる波が、もつれあっ
て、曖昧な状態で空間に幅広く拡散して存在
しているが、観測・測定によって確率的に位
置を固定（出現）する。また時間や空間の枠組
みをこえて存在する性質がある。つまり距離
に関係なく､ 遠方まで、瞬間的に移動する。
此の時の搬送波としては、縦波（スカラー波、
音）と横波（電磁波）が用いられている。エネル
ギー源としては、原子核の中の不安定な中性
子の崩壊の時のエネルギーを使うことになる。

報告されているORB並びに自ら撮影した約
880枚の写真（12年10月現在）を都合良く説明
する為にモデル（仮定）を設定する。

（ORB）=（PSI-pair群）+｛ バイオフォトン群
（微細身素粒子群）｝・・・式（1）

（PSI-pair群）=（陽電子）+（電子）+（微細身
素粒子群）・・・・・・・式（2）

陽電子は宇宙から降り注ぐ宇宙線の中にも
あり、さらに、陽子過多を持つ不安定な原子
核のなかの中性子のベータ崩壊時に生成され
る、と言われている。電子は空気中で割合に
安定に存在している。微細身素粒子とは身体
を取り巻くオーラ、またはバイオフォトンの一
種で、周波数の異なる多重多層の光子群から
なる。これらは「+」（陽）と「−」（陰）が混ざり
合って、大きな群を形成し、全体としては「中
和」の状態にある。
3-2）ORBの出現

上述の2-1）、2-2）はORBがスピンを伴っ
た素粒子群の集団として曖昧な状態で存在し
ており、煙（実体）に上載せして形成される事。
つまり式（1）、（2）の状態にある事を意味して
いるのであろう。上述の2-5）の（1）の解釈。
ORB出現が10倍ほども増加したとのことであ
るが、これは感覚が次第に増して鋭敏になり、
ORBがそこに（近くに）居る事が判る（みえる）
様になった為であると考えられる。
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1．はしがき
オーブ（ORB）は、条件さえ選べば、誰にで

も撮れるという。このORB出現が端緒となっ
て、精神世界の可視化と大衆化が実現・進行
する可能性がある。過去に、顕微鏡の発明

（1965、R. Hook）によって細胞が発見され、こ
れが端緒になって近代生物、生理学にまで発
展・成長した。同様にデジタルカメラの発明
によってORBが発見され、これが端緒になっ
て近代精神科学（新分野）樹立に役立つ事にな
るかもしれない。

オーブを出現させる為には、（1）赤外線領域
を写せるデジタルカメラを用いてフラッシュ撮
影する。（2）ORBの出現をもとめて、無心にな
り、リラックス集中の状態でシャッターをきる。

（3）宇宙神（SG）の助けを求める、の3条件が
必要であると判断されている。本稿では、主
として、出現条件の物質的な面を扱う。

2．出現の物質的な面
2-1）打ち上げ花火の煙

一例としての写真1と写真2をみる。2012年
7月28日（土）、晴れ、夜7:30～8 :00、福島市
の花火大会場でフラッシュ撮影されたもので
ある。日没後の天空に開いた打上げ花火から
煙が飛び散り、それが消えかかった部分に、
空と煙と円形煙状のORB群とが、三者が区別

し難い程の曖昧な状態で撮影されている。な
お写真2に示す様に、球の中心が透き通って
見えるドーナツ型のORB像もある。
2-2）物質群とORB群の境目

一例として、写真3と写真4を示す。上述と
同一の花火大会で、水平方向に向けてフラッ
シュ撮影されている。乳白、青（小球）、赤（小
球）と様々な色合いのORBがあり、大小様々
なORBが、多量に、撮影されている。発光の
強い白色ORBにはヘイロー（halo）があり、さ
らに、非対称的なマンダラ状の干渉縞模様や、
核らしい模様を内側に持つORBもある。特徴
的なこととして、写されているORBの全部が
ほぼ同一の模様（パターン）を持つ様子である。
さらに、特徴的なこととして、地平線付近の
人物（物質）とORBとヤミ（空間）は、其々が区
別出来ないほどに不鮮明な状態（ボケル）で入
り混じって存在している。
2-3）繰返し撮影の効果

夕方の時間帯、または朝の時間帯になると
ORBは出現しやすくなり、写り易い。しかし、
それらの折り目の時間帯（分岐時間帯）でも、
写らない場合がある。こんなときにどうすれば
よいか。経験として、同一場面を繰り返し、
繰り返しフラッシュ撮影する。するとORBが
撮れる。しかし出現後、暫くすると、また撮れ
なくなる。次に、繰り返すと撮れる様になる。

オーブ（ORB）の出現についてオーブ（ORB）の出現について
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